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燃料集合体落下時の使用済燃料プールライニングの健全性について 

 燃料の貯蔵設備については，「発電用軽水型原子炉施設に関する安全設計審

査指針」の指針 49 に以下の記載がある。 

指針 49．燃料の貯蔵設備及び取扱設備 

 使用済燃料プールへの燃料集合体落下については，模擬燃料集合体を用いた

気中落下試験を実施し，万一の燃料集合体の落下を想定した場合においても，

ライニングが健全性を確保することを確認している※1。 

 試験結果としては，ライニングの最大減肉量は初期値 3.85 ㎜に対して 0.7 ㎜

であった。また，落下試験後のライニング表面の浸透探傷試験の結果は，割れ

等の有害な欠陥は認められず，燃料落下後のライニングは健全であることが確

認された。 

※1 「沸騰水型原子力発電所燃料集合体落下時の燃料プールライニングの 

健全性について」（HLR-050） 
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２．使用済燃料の貯蔵設備及び取扱設備は，前項の各号に掲げる事項のほか，

  次の各号に掲げる事項を満足する設計であること。 

（４）貯蔵設備は，燃料集合体の取り扱い中に想定される落下時においても，

   その安全機能が損なわれるおそれがないこと。 
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 図 1 は，気中による模擬燃料集合体の落下試験の方法を示したものである。

水中の燃料集合体重量は，本試験で使用した模擬燃料集合体の重量未満であり，

燃料集合体の高さについても，本試験の落下高さ未満となっている。また，燃

料集合体の落下時は，水の抵抗による減速効果が期待できることから，この試

験は保守的な評価結果となっている。 

 図 1 に示す落下試験における模擬燃料集合体重量は，チャンネルボックスを

含めた状態で 310kg と保守的※2であり，燃料落下高さは燃料取替機による燃料

移送高さを考慮し，5.1m と安全側である。 

※2  東海第二発電所にて取り扱っている燃料集合体重量（チャンネルボッ

クス含む）は，水中で 310kg 未満であることを確認している。

図 1 模擬燃料集合体落下試験方法 


